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エレマテック株式会社 （英訳名 Elematec Corporation）

昭和22年4月 （創立 昭和 20年11月）

東証１部 平成17年3月 （東証2部：平成15年12月、ＪＡＳＤＡＱ：平成14年6月）

東京都港区三田三丁目5番27号 住友不動産三田ツインビル西館25階

代表取締役会長 櫻井 恵

エレクトロニクス専門商社

【連結】 1,110名

【単体】 347名

【国内販売拠点20ヶ所】本社・本店・16支店・2営業所

【海外販売拠点32ヶ所】

中国 17拠点、その他アジア 12拠点
米国 2拠点、欧州 1拠点

2,142百万円

21,152千株 ： 1単元100株

4,923名

個人・その他

（自己株式含む）

30.1%

金融機関

8.5%

外国人, 4.9%

その他国内法人

55.9%

証券会社, 0.5%

商 号

設 立

上 場

所 在 地

代 表 者

事 業 内 容

従 業 員

営 業 拠 点
（2012年4月1日現在）

資 本 金

発行済株式数

株 主 数

さくらい さとし

※上記の各データは2012年3月31日現在

所有者分布状況（2012年3月31日現在）

赤文字は、11/3末比の数字

会 社 概 要

▲3.4p

P.1

+45.2p

▲33.7p

▲0.1p

▲8.1p



設立 資本金 出資比率

エレマテックロジサーブ株式会社 1979.4 10百万円 100%

依摩泰貿易（大連）有限公司 2002.4 1,655千人民元 100%

依摩泰（天津）国際貿易有限公司 2005.4 1,735千人民元 100%

依摩泰（青島）商貿有限公司 2010.12 3,339千人民元 100%

依摩泰（上海）国際貿易有限公司 2001.7 5,794千人民元 100%

依摩泰国際貿易（深圳）有限公司 2002.8 2,121千人民元 100%

依摩泰香港有限公司 1994.5 100千香港ﾄﾞﾙ 100%

Elematec Korea Co.,Ltd. 2004.3 490,000千韓国ｳｫﾝ 100%

台湾依摩泰股份有限公司 2000.9 3,000千台湾ﾄﾞﾙ 100%

Elematec Philippines,Inc. 2004.1 22,000千円 100%

ELEMATEC VIETNAM CO.,LTD 2008.11 8,493,500千ﾍﾞﾄﾅﾑﾄﾞﾝ 100%

Elematec(Thailand)Co.,Ltd. 2002.4 106,000千ﾀｲﾊﾞｰﾂ 100%

Elematec Malaysia Sdn. Bhd. 2012.1 2,400千ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ 100%

Elematec Singapore(Pte.)Ltd. 1979.9 300千ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ 100%

PT. Elematec Indonesia 2011.4 700千USﾄﾞﾙ 100%

Elematec Trading India Private Limited 2010.3 36,320千ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ 100%

Elematec Czech s.r.o. 2006.11 27,000千ﾁｪｺｺﾙﾅ 100%

Elematec USA Corporation 2006.8 450千USﾄﾞﾙ 100%

大喜貿易（上海）有限公司 2002.7 600千USﾄﾞﾙ 100%

依摩泰電子（大連）有限公司 2003.8 24,606千人民元 100%

無錫高千穂燦科技有限公司 2005.7 34,620千人民元 60%

蘇州高輪電子科技有限公司 2002.3 19,037千人民元 48%

高輪電子（深圳）有限公司 2011.2 2,301千人民元 48%

加工委託

物流委託

◆ 国内子会社（１社）

◆ 海外販売会社（１８社）

◆ 海外加工会社（４社）

商 品

加工委託

（2012年3月31日現在）

エレマテックグループ概要

加工委託

P.2
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○連結売上高

２０１２年３月期 連結業績のポイント

前期比増収
スマートフォン等の携帯電話部材及びアミューズメント関連部材の拡販、海外ネットワークを活用した
調達代行ビジネスの推進等に注力

海外売上高続伸
ここ数年取り組んできた海外ネットワークの拡充展開が海外売上高の伸長に寄与
<売上高伸長率及び額の前期比較> 海外売上高伸び率 +11.1％(+48億円)

○売上総利益・営業利益
売上総利益

売上総利益率が若干低下したが、海外売上高の増加により増益
営業利益

海外拠点の拡充及びTOBに関するアドバイザリーフィーの発生に伴う販管費の増加により、わずかに減益

○配当
１株あたり年間配当金は40円(中間15円・期末25円)を実施。(連結配当性向33.3 %)

P.4

○経常利益・当期純利益
経常利益

為替差損の縮小により増益
当期純利益

子会社設立中止に伴う事業損失を計上したが最終的に増益



２０１２年３月期 連結損益計算書
P.4

P.5

連結EPS 95円46銭 119円68銭 120円29銭

１株当たり
年間配当金 30円00銭 40円00銭 40円00銭

（期末配当25円）

連結配当性向 31.4% 33.4% 33.3%

連結ROE 7.4% 9.0% 8.7%

単位：百万円 10/3期 11/3期 12/3期
増減（11/3 vs. 12/3）

増減額 増減率

売上高 88,299 110,614 115,417 +4,803 +4.3%

売上総利益 9,588 11,816 12,158 +341 +2.9%

売上総利益率 10.9% 10.7% 10.5% ▲0.2 -

販売管理費 6,682 7,702 8,076 +374 +4.9%

販管費比率 7.6% 7.0% 7.0% ±0.0 -

営業利益 2,905 4,113 4,081 ▲32 ▲0.8%

営業利益率 3.3% 3.7% 3.5% ▲0.2 -

経常利益 2,988 3,784 4,081 +296 +7.8%

経常利益率 3.4% 3.4% 3.5% +0.1 -

当期純利益 1,868 2,450 2,462 +11 +0.5%

当期純利益率 2.1% 2.2% 2.1% ▲0.1 -



単位：百万円

業 績 の 推 移

P.6

連結当期純利益 推移連結売上高 推移 連結営業利益 推移 連結経常利益 推移

P.6

86,455
88,299

4,175

2,293

2,905

4,113 4,081

3.9%

2.7%

3.3%

3.7%

3.5%

3,689

2,605

2,988

3,784

4,081

過去最高更新

3.5%

3.0%

3.4% 3.4%

3.5%

2,510

1,666

1,868

2450 2,462

2.4%

1.9%
2.1% 2.2%

2.1%

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

105,724

110,614

115,417
過去最高更新



17,064

20,929

25,024 25,280
26,423

27,823

29,208

27,158
26,598

31,660

30,351

26,807

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

四 半 期 ご と の 業 績 の 推 移

P.7

2010年3月期 2011年3月期 2012年3月期

単位：百万円

P.7

売上高

経常利益

営業利益

455

487

806

1,154
1,032

1,136
1,088

856

862

1,335

1,217

666

423
378

871

1,313

975

915
981

912

1,217

1,235

765

09/10大西電気
株式会社と合併



5,427 8,723 9,529

14,439
17,888 17,433

21,561

26,934 25,808

46,871

57,067 62,646

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

10/3期 11/3期 12/3期

（ ）内は構成比

パソコン用等の電気部品が減尐したものの、スマートフォン及びアミューズメント関連部材の「ディス
プレイ部品・材料」が大幅に増加。

単位：百万円

◆ 電気材料 前年比＋5,578百万円

◆ 電子部品 前年比△1,126百万円

◆ 機構部品 前年比△455百万円

◆ その他 前年比＋805百万円

・半導体関連 ＋225百万円

・絶縁材料 △171百万円

・配線材料 △555百万円

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部品・材料 ＋6,079百万円

P.8

（7.9％）（6.1％）
（8.2％）

・ｾﾝｻｰ部品 △150百万円

・電気部品 △981百万円

・光学部品 ＋6百万円

115,417

88,299

（54.3％）

（16.4％）

（24.4％）

（53.1％）

（16.2％）

（24.3％）

（51.6％）

（15.1％）

（22.4％）

品 目 別 売 上 高 P.8

110,614



主要顧客（上位10社）グループへの

売上高推移

P.9

東 芝
12.1％（+0.2ｐ）

59.4%
その他

ｷﾔﾉﾝ
3.5％（▲0.2ｐ）

ｵﾑﾛﾝ
4.0％（▲0.5ｐ）

主要顧客（上位10社）グループへの

売上構成比率とその内訳

主 要 顧 客 グ ル ー プ 別 売 上 高

10/3期 11/3期 12/3期

東芝 14,994 13,081 13,909

ソニー 2,991 5,492 6,215

オムロン 4,362 4,902 4,572

富士通 794 2,708 4,329

キヤノン 4,139 4,109 4,035

ローム 341 930 3,836

日本電産 149 620 3,437

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 2,606 3,343 2,207

日本電気 2,214 2,629 2,077

ノーリツ 1,842 1,788 2,046

単位：百万円

計 40.6%

（ ）内は前年同期比

ｿﾆｰ
5.4％（+0.4ｐ）

日本電気
1.8％（▲0.6ｐ）

富士通
3.8％（＋1.3p）

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
1.9％（▲1.1ｐ）

ノーリツ
1.8％（+0.2ｐ）

「ローム」関連グループ及び「日本電産」関連グループの売上高・構成比がともに大幅増加。

P.9

ﾛｰﾑ3.3％（+2.5ｐ）

日本電産
3.0％（+2.4ｐ）



液晶, 23.7%

通信機器, 11.2%

ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰ

ｽﾞﾒﾝﾄ, 9.2%

電気電子部品, 

9.0%

家電, 8.4%

ＯＡ機器, 

8.1%

自動車, 7.5%

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ, 4.1%

ｶﾞｽ・石油機器, 

3.5%

重電, 2.4%

半導体, 2.3%

その他, 10.6%

2012/3期
連結売上高
1,154億円

販 売 先 業 種 別 売 上 高
液晶ﾃﾚﾋﾞ向けを中心とした家電が減尐したものの、ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ向けが大幅増加。

液晶等ディスプレイ 通信機器 ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ 電気電子部品 家電 OA機器

27,333 12,965 10,581 10,394 9,684 9,353
自動車 コンピュータ ガス・石油機器 重電 半導体 その他

8,637 4,732 4,067 2,770 2,630 12,265

販 売 先 業 種 別 業 種 別 構 成 比

（単位：百万円）

販 売 先 業 種 別 前 期 比 増 減 額

P.10

P.10

7,072

4,143

3,116

347

27

-57

-389

-741

-899

-913

-6,121

ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ

液晶等ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

電気電子部品

自動車

重電

ｶﾞｽ・石油機器

OA機器

通信機器

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

半導体

家電



P.11

海 外 売 上 高 推 移

海外売上高全体

中国売上高

単位：百万円

海外売上高に占める中国売上高比率

連結売上高に占める海外売上高比率

P.11

12.7%

18.0%

24.1%

30.8%
32.7% 34.1%

35.7%35.1%

39.5%
42.1%

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3

53.9%

61.4% 62.8%

72.4% 71.7%
74.3% 73.9%

70.9%
72.4%74.2%

03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3

7,819

12,915

18,911

27,014

31,592

36,027

30,861 30,991

43,725

48,584

4,213

7,931

11,878

19,548

22,665

26,756

22,800
21,958

31,641

36,065

03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期



販 管 費 の 状 況

P.12

人件費

販 管 費

荷造運賃

その他

単位：百万円

売上高販管費比率 推移

6.96％ 7.00％

12／３期

⇒

12/3期

11／３期8,076
（前期比+374）

4,341
（前期比 +221）

2,784
（前期比+288）

売上高が増加したものの液晶テレビ用スタンドの
売上が減尐したため前年同期比で減尐した。

11/3期

950
（前期比▲136）

P.12

7,702

4,119

1,087

2,495 資本業務提携に伴う諸経費の増加及び海外売上
高の伸長に伴い、海外渡航関連費用が増加した。

海外事業拡大、新現法の設立による

給与手当、福利厚生費等が増加した。

商社部門の人員増加＋26名（671名→697名）



営 業 利 益 お よ び 営 業 利 益 率

所 在 地 別 セ グ メ ン ト 営 業 利 益 率 推 移

単位：百万円 所 在 地 別 セ グ メ ン ト 営 業 利 益 推 移
連結営業利益推移

日本以外

日本

日本以外日本

※上図は、『消去又は全社』前の数値であり、合計値と連結営業利益は一致しません。

P.13

営業利益率

P.13

4,175

2,293

2,905

4,113 4,081

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

2,163

1,321

1,787

2,261

2,509

1,840

1,050
876

1,577

1,167

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

5.2%

3.3%
2.6%

3.3%

2.1%
2.4%

1.8%

2.3% 2.4%

2.7%

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

3.9%

2.7%
3.3%

3.7% 3.5%



（単位：百万円）
11/3期 12/3期

増減額
金額 金額

流動資産 49,626 55,685 6,059
現預金 8,977 12,764 3,787
受取手形・売掛金 34,005 35,667 1,661
たな卸資産 5,177 5,286 109
その他 1,465 1,966 500

固定資産 6,465 5,410 ▲ 1,055
有形固定資産 2,939 2,961 22
無形固定資産 220 181 ▲ 39

投資その他の資産合計 3,304 2,267 ▲ 1,037

総資産 56,091 61,095 5,004

負債合計 28,264 31,652 3,387
流動負債 27,883 31,405 3,521

支払手形・買掛金 24,472 28,955 4,482
短期借入金 1,812 164 ▲ 1,647
その他 1,598 2,285 686

固定負債 381 247 ▲ 134
純資産 27,826 29,443 1,616

株主資本 29,142 30,785 1,643
自己株式 ▲ 693 ▲ 694 0
その他 29,836 31,479 1,643

その他の包括利益累計額合計 ▲ 1,522 ▲ 1,531 ▲ 8

尐数株主持分 206 188 ▲ 17

負債純資産合計 56,091 61,095 5,004

31.3%

26.4%
22.0%

23.4%

18.5%

47.9%

60.9%

51.3% 49.2%
47.9%

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

比 較 貸 借 対 照 表

流動比率 ＝ 流動資産 ÷ 流動負債

167.1%

222.3%

187.7%
178.0% 177.3%

08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期

自己資本比率 ＝自己資本 ÷ 総資産

固定比率 ＝ 固定資産 ÷ 自己資本

P.14



P.16

11/3期

10/4～11/3

12/3期

11/4～12/3

営業活動によるキャッシュ･フロー 191 5,885

投資活動によるキャッシュ･フロー △1,021 440

財務活動によるキャッシュ･フロー 855 △ 2,472

現金及び現金同等物に係る換算差額 △442 △ 95

現金及び現金同等物の増減 △416 3,757

現金及び現金同等物の期末残高 8,977 12,735

（単位：百万円）
（単位：百万円） 11/3期 12/3期

税引前当期純利益 3,722 3,907

減価償却費 289 242

売上債権の増減額 △3,285 △ 1,694

たな卸資産増減額 △1,298 △ 127

仕入債務増減額 2,550 4,560

その他 △443 365

小計 1,534 7,253

利息･配当金受払 7 20

法人税等支払額 △1,350 △ 1,388

営業ＣＦ計 191 5,885

営業ＣＦの内訳

○ 営業活動によるキャッシュ・フロー ○ 投資活動によるキャッシュ・フロー

○ 財務活動によるキャッシュ・フロー

売上債権額の増加（営業CF： △ ）

仕入債務額の増加（営業CF： ＋ ）

配当金の支払（財務ＣＦ：△ ）
短期借入金の減尐（財務ＣＦ： △ ）

社債償還による収入（投資ＣＦ：＋）

有形固定資産の取得による支払（投資ＣＦ：△）

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書 P.15



通 期 業 績 予 想

2 0 1 3 年 3 月 期

P.16



☆連結売上高は前期比増加

２０１３年３月期 連結業績のポイント

アミューズメント向け関連部材はリサイクル化により減尐を見込むものの、
スマートフォンをはじめとした情報機器端末向けの関連部材の伸長及び調達代行ビジネスの拡大を見込む。

海外売上高の続伸
<売上高伸長率及び額の12/3期との比較> 海外 ： 国内 ＝ +14.6％（71億円) ： ▲3.8％(▲25億円)

☆営業利益は微減となるものの経常利益・当期利益は増益

営業利益微減の主因は売上総利益率の低下
上期は12/3期上期と比べて営業減益、下期は増収効果により営業増益
経常利益・当期利益はいずれも通期で増益

☆前期比予想 上期減尐、下期増加

上期 ： 国内外ともに景況の不透明感が続き、売上は全体的にやや停滞
下期 ： 低成長が続く欧米経済の影響はあるものの、スマートフォンや各種情報機器端末向け部材及び

新興国における需要が下支えすることで、エレクトロニクス業界各社の生産は回復基調に転
ずる見込み

P.17



12/3期

実 績

13/3期

予 想

前期比

増減額 増減率

売上高 115,417 120,000 ＋4,582 ＋4.0%
営業利益 4,081 4,000 ▲81 ▲2.0%
経常利益 4,081 4,100 ＋18 ＋0.5%
当期純利益 2,462 2,700 ＋237 ＋9.7%

連結ＥＰＳ 120 円 29 銭 131 円 88 銭 11 円 59 銭 ＋9.6%
１株当たり年間配当金 40 円 00 銭 40 円 00 銭 ±0 円 00 銭 ±0.0%

12/3期

実 績

13/3期

予 想

前期比

増減額 増減率

売上高 58,259 58,000 ▲259 ▲0.4%

営業利益 2,197 1,850 ▲347 ▲15.8%

経常利益 2,080 1,950 ▲130 ▲6.3%

当期純利益 1,224 1,300 ＋75 ＋6.2%

１株当たり中間配当金 15 円 00 銭 15 円 00 銭 ±0 円 00 銭
±0.0%

（単位：百万円）

（単位：百万円）

【当期純利益率】

【 R O E 】

【 営 業 利 益 率 】

【 経 常 利 益 率 】

12/3期 13/3期

２０１３年３月期 連結業績予想

【通 期】

【第2四半期連結累計期間】

2.1% ⇒ 2.3%

8.7% ⇒ 8.9%

3.5% ⇒ 3.3%

3.5% ⇒ 3.4% 

P.18



8,723 9,529 9,507

17,888 17,433 12,924

26,934 25,808 25,790

57,067 62,646
71,779

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

11年3月期 12年3月期 13年3月期予想

連結業績予想詳細 品目別売上高情報

◆ 電気材料 前年比 ＋9,133百万円

◆ 電子部品 前年比 ▲18百万円

◆ 機構部品 前年比 ▲4,510百万円

◆ その他 前年比 ▲22百万円

・半導体関連 ▲41百万円

・絶縁材料 ＋4,918百万円

・配線材料 ＋735百万円

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部品・材料 ＋3,521百万円

・ｾﾝｻｰ部品 ▲4百万円

・電気部品 ＋46百万円

・光学部品 ▲60百万円

(51.6%)

(24.3%)

(16.2%)

(7.9%)

単位：百万円

アミューズメント用等の機構部品が減販となるものの、情報機器端末用等の「絶縁材料」「ディス
プレイ部品・材料」の増販を見込む。

P.19

（ ）内は構成比

115,417110,614

120,000

（8.2％）

（54.3％）

（15.1％）

（22.4％）

（59.8％）

（21.5％）

（10.8％）

（7.9％）



重点分野への部材拡販と調達代行ビジネスの強化

自 動 車 関 連 向 け

調 達 代 行 ビ ジ ネ ス

ｹ ﾞ ｰ ﾑ 機 器 ・ ｱ ﾐ ｭ ｰ ｽ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ 向 け

P.20

2011/3期 180億円

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等情報機器端末向け

対連結売上高比率8.3%

対連結売上高比率20.1%

対連結売上高比率12.3%

対連結売上高比率8.8%

重点分野の連結売上高に占める割合

2011/3期 38.1%  ⇒   2012/3期 49.4% ⇒   2013/3期 49.6%

2012/3期 229億円 2013/3期 241億円

2011/3期 95億円 2012/3期 137億円 2013/3期 147億円

2011/3期 35億円 2012/3期 106億円 2013/3期 106億円

2011/3期 104億円 2012/3期 95億円 2013/3期 100億円

強化ｶﾞﾗｽは減尐するものの、絶
縁材料及び光学ﾌｨﾙﾑ等が増加

化学・電子部品ﾒｰｶｰの日本向け
等が増加

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ向け機構部品等は減尐するも
のの、ｹﾞｰﾑ機器向け絶縁ﾃｰﾌﾟが増加

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車を中心とした各種部材
が増加



30,861 30,991

43,725

48,584

55,700

09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期予想

35.7% 35.1%

39.5%

42.1%

46.4%

連結業績予想詳細 国内・海外売上高

◆国内・海外売上区分

◆海外売上高内 構成比

◆海外売上高・売上構成比 推移

海外売上高

海外売上構成比

単位：百万円

P.21

2012/3期実績 2013/3期予想
増減率

売上高 構成比 売上高 構成比

国内売上高 66,833 57.9% 64,300 53.6% ▲3.8%

海外売上高 48,584 42.1% 55,700 46.4% ＋14.6%

中国(香港含む) 36,065 31.3% 39,000 32.5% ＋8.1%

その他アジア 10,598 9.2% 15,000 12.5% ＋41.5%

その他 1,921 1.7% 1,700 1.4% ▲11.5%

連結売上高合計 115,417 100.0% 120,000 100.0% ＋4.0%

2012/3期実績 2013/3期予想 増減率

中国(香港含む) 74.2% 70.0% ▲4.2ｐ

その他アジア 21.8% 26.9% 5.1ｐ

その他 4.0% 3.1% ▲0.9ｐ

海外売上高 100.0% 100.0% ―



1,050

876

1,577

1,167

1,450

09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期予想

単位：百万円

2012/3期実績 2013/3期予想

増減率

営業利益
同

営業利益
同

利益率 利益率

日本 2,509 2.7% 2,050 2.2% ▲18.3%

日本国外 1,167 2.1% 1,450 2.5% +24.2%

中国(香港含む) 1,128 2.8% 1,250 2.9% +10.7%

その他アジア 10 0.1% 200 1.4% +1793.8%

欧米 28 1.3% 0 0.0% ▲100.0%

消去又は全社 404 ― 500 ― ―

連結業績予想詳細 所在地別セグメント

◆所在地別セグメント売上高

◆所在地別セグメント営業利益

◆国外(中国・その他アジア・欧米)

営業利益・同利益率 推移

営業利益合計額

営業利益率

単位：百万円

P.22

単位：百万円

2012/3期実績 2013/3期予想

増減率

売上高 構成比 売上高 構成比

日本 93,276 63.0% 92,000 60.9% ▲1.4%

日本国外 54,857 37.0% 59,000 39.1% +7.6%

中国(香港含む) 39,919 26.9% 42,500 28.1% +6.5%

その他アジア 12,822 8.7% 14,500 9.6% +13.1%

欧米 2,115 1.4% 2,000 1.3% ▲5.5%

消去又は全社 ▲ 32,716 ― ▲ 31,000 ― ―

3.3%

2.6%

3.3%

2.1%
2.5%



04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期予想

25 26

31

36

41

30

40

30

40

投資家の皆様へ

配当金は株主の皆様に対する利益還元の中心と考え、配当性向（連結）30％を維持することを基本
方針としています。

25

期 末
配当金

第２四半期末
配当金

1株当たり年間配当金 推移

単位：円

配当性向

P.23

15

40

29.9%

25.5% 25.8% 25.7%

30.7%
32.9%

31.4%
33.4% 33.3%

30.3%



09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期予想 15/3期予想

86,455 88,299

110,614
115,417

120,000

140,000

2,605

2,988

3,784

4,081
4,100

中期利益計画

単位：百万円

連 結 売 上 高

連結経常利益

良いつながりを広げ、
新たな価値を提供してまいります。

は

5,500

P.24
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豊田通商との資本業務提携による

シナジー効果と今後の成長テーマ

P.25



03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期(予 14/3期(予 15/3期(予 16/3期(予 17/3期(予

環境の変化に対する打ち手と今後のテーマ

連結売上高
612億円

連結売上高
1,057億円

連結売上高
864億円

連結売上高
1,200億円

売上高前期比
毎期年平均90億円増

携帯電話・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電の普及・拡大

経済環境

業界・顧客
環境変化

顧客の生産拠点の海外移転

効果・結果

海外売上高の大幅伸長
03/3期13%⇒08/3期34%
(うち中国
03/3期54%⇒08/3期74%)

業績の復元と伸長
調達代行ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ
ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ関連

事業基盤の拡大
京都・関西地域の

販路確保

業務提携による
ｼﾅｼﾞｰ効果の創出

①海外展開の更なる加速
②自動車産業への販売強化
③顧客密着度の向上

等々

業績推移

円高進行
東日本大震災
欧州通貨危機

ﾀｲ洪水

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ
世界同時不況

Phase1

＊EMS化等による顧客の海外調達の進行
＊自然災害等に伴うSCMの変化

P.26

200億円
＋α

＊上場による信用力強化
02/ 6月JASDAQ
03/12月東証二部

05/ 3月東証一部

＊注力ﾋﾞｼﾞﾈｽ
・新分野商材

の拡販

＊大西電気と合併

豊田通商と
資本業務提携

当社の
打ち手

＊海外拠点の拡充
中国６拠点

その他ｱｼﾞｱ５拠点

＊海外拠点
中国21拠点
その他ｱｼﾞｱ12拠点
米国2拠点
欧州1拠点

Phase2 Phase3



業務提携の目的と公開買付結果

・ 双方の事業に重複する分野が尐なく、営業面でのシナジーが期待できる。

・ 互いの取扱製品および販売ルートが強い補完関係にあり、顧客サービスの拡充に繋がる。

2011年4月頃より
具体的な協議開始

今後の更なる効率的なグローバルオペレーション、

商品提案力の強化、自動車分野への拡販等

資本業務提携契約を締結

エレマテックの経営課題

新たなビジネスパートナーの模索

・資本提携 ・業務提携

密接な交流を通じ、お互いの強みを生かすことで、
双方の事業拡大・企業価値の向上を図ることができるとの考えが一致。

2011/8/1

2012/1/17
～2/27

国内外競争法に基づくクリアランス取得等

豊田通商による公開買付け（TOB）の実施

豊田通商が当社株式10,441,500株※を１株当たり1,540円で取得
※ （自己株式を除く当社発行済株式総数に対して51.0％）

これにより同社が当社の親会社及び主要株主である筆頭株主に

2012/3/5

P.27



シナジー創出の具現化

資本業務提携委員会

営 業
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ・
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

豊田通商ｸﾞﾙｰﾌﾟとし
て顧客密着度の向
上を図る

各制度や仕組みの
合わせ込み、職能機
能の集約化を検討
する

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ分科会営業分科会

自動車分野，民生機器
分野,技術・品質，物流

等々

人事，財務経理，リスク
管理，合理化(国内外拠
点・ＩＴｼｽﾃﾑ)，人材(教育・
採用・人材交流) 等々

両社間で、「業務提携に関する委員会」を発足2012/4/4

下記を重点分野と位置づけ、具体的な内容と実行施策の検討・協議を開始

業務提携による
シナジー効果の早期創出を目指す

＊事業の拡大
＊企業価値の向上

分科会・・・分科会

①自動車産業への販売強化
ｴﾚﾏﾃｯｸにおける自動車関連業界への現行売上比率
6.9% を、全製造業に対する自動車製造業の出荷額
割合を上回る20％程度への引き上げを目指す

②商材の相互販売

共通顧客に対する取引のﾊﾟｲﾌﾟを豊田通商ｸﾞﾙｰﾌﾟ各社

とともに強化する

③海外拠点網の相互活用

豊田通商が有する海外拠点47カ国128都市のﾈｯﾄﾜｰｸを

活用し、海外進出の加速と運営ｺｽﾄの低減を図る

④物流網の相乗りによるコスト削減

豊田通商の物流拠点を活用したﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの徹底を

図る

⑤人材の交流

＜シナジー推進体制＞

分科会・・・分科会

P.28



本日はご来臨賜り、
また長時間にわたりご静聴戴き、

まことにありがとうございました。

P.29


